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ー
～
昭
和
四
十
圏
年
度
当
初
予
算
議
決
～
ー

一
般
会
計
総
額
二
億
一
二
四
〇
万
円

教
育
費
は
四
四
一
〇
万
円
（
全
額
の
二
〇
％
）

▽
　
か
ね
て
提
出
さ
れ
て
い
た
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
当
初
予
算
、
継
続
費
予
算
が
、
三
月
一
日
よ
り
四
△

▽
日
間
町
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
通
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
ょ
り
当
初
予
算
は
一
般
会
計
予
算
総
額
△

▽
二
億
一
千
二
百
四
〇
万
円
で
昭
和
四
十
年
度
予
算
総
額
一
億
九
九
八
O
万
円
に
比
べ
一
二
六
〇
万
円
増
（
六
．
三
％
）
と
△

▽
な
り
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
的
に
み
て
、
農
林
業
費
、
土
木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
が
多
い
予
算
を
し
め
農
△

▽
村
構
造
の
改
善
に
大
き
く
そ
の
方
針
を
打
出
し
た
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
変
動
す
る
と
い
わ
△

、
▽
れ
る
農
村
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
方
向
付
け
へ
の
第
一
歩
と
△

▽
考
え
ら
れ
ま
す
。
尚
、
事
項
別
明
細
は
別
記
の
通
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

歳入歳出予算事項別明細書

　　く歳　　　入＞

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　較 総予算額比

柵 珊 柵 0
01・市　町　村　税 28652　，

25，264 3，388 13．5

2．地方交付税 9（1，000 87，000 9，000 45．2

3・分担金及び負担金 5，753 3，416 2，337 2．7

4・使用料及び手数料 859 5，032 △　4，173 0．4：

5．国庫支出金 10159　，
9，043 1，116 4．8

6・県　支　出　金 6，484 7，060 △　　　576 3．0

7．財　産　収　入 1，129 1，033 96 0．5

8．寄　　附　　金 4，518 4，800 △　　　282 2．1

9．繰　　越　　金 4，523 3，940 58零 2．1

10・諸　　収　　入 1，523 1，955 △　　　4、32 0．7

11・繰　　入　　金 15，000 27，457 △12，457 7．2

12・町　　　　　賃 37800　， 23800　， 14000　，
17．8

歳入合計 212，400 199，800 12，600 100．0

出＞＜歳

款 本年度予算額前年度予算額 比　　較 総予算額比

柵 二冊 柵 ％
1・議　　会　　費 4，720 4，030 690 2．2

2・総　　務　　費 72668　，
694．60
　，

3，208 34．2

3．民　　生　　費 8，806 13，432 △　4，626 4．．2

4．衛　　生　　費 4，082 3，452 630 1．9

5・労　　イ力　　費 4，835 4，714 121 2．3

6．農　林　業　費 25324　，
31，068 △　　5，744 ll．9

7．商　　工　　費 326 228 98 0．2

8・土　　木　　費 27，775 18710　，
9，065 13．1

9．消　　防　　費 5，415 5，4．18 △　　　　3 2．5

10・教　　育　　費 4，4，109 36，272 7，837麟 20．8

11．災害復旧費 5，022 6，4．42 △　1，420 2．4

12・公　｛債　　費 9，018 6，274， 2，744 4．2

13．予　　備　　費 300 300 0 0．1

歳　出　合計 212，400 199，800 12，600 100．0

げ
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の
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点
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議
会
当
初
町
長
よ
り
四
十
一
年
度
に

お
け
る
予
算
の
重
点
を
細
部
に
わ
た
り

説
明
が
あ
り
、
次
に
か
N
げ
る
重
点
事

項
が
し
め
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
度
予
算
の
重
点

事
項

L
庁
舎
建
築
費
三
六
一
八
○
璋
円
を
計

　
上
し
て
工
事
の
完
成
に
努
め
る
。

乞
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
菅

　
刈
分
校
の
改
築
費
七
二
三
万
円
を
計

　
画
し
て
、
老
朽
校
舎
の
解
消
を
促
進

　
す
る
と
共
に
、
峠
小
学
校
の
増
築
費

　
一
六
一
万
円
、
北
山
小
学
校
増
改
築

　
費
五
四
万
円
、
清
水
小
学
校
の
改
修

　
費
三
四
万
円
を
計
上
し
て
給
食
施
設

　
を
整
備
し
、
又
山
平
中
学
校
の
技
術

　
科
教
室
増
築
費
五
八
万
円
を
計
上
し

　
て
施
設
の
整
備
に
努
め
た
。

よ
学
校
給
食
運
営
の
円
滑
化
を
計
る
た

　
め
給
食
婦
の
給
与
改
定
を
計
画
し
た

4
公
民
館
教
育
の
推
進
を
計
る
た
め
、

　
現
在
の
役
場
庁
舎
を
一
部
模
様
替
し

　
て
運
営
し
、
住
民
の
福
祉
に
寄
与
す

　
る
こ
と
に
計
画
し
た
。

与
町
道
並
に
農
道
、
林
道
の
新
設
改
修

　
維
持
、
一
般
土
木
災
害
、
公
共
土
木

　
災
害
の
復
旧
費
等
、
土
木
建
設
行
政

　
に
重
点
を
注
ぎ
、
災
害
費
を
除
き
前

　
年
度
よ
り
一
一
〇
〇
万
円
増
額
し
て

　
計
上
し
た
。

愈
建
設
機
械
施
設
事
業
特
別
会
計
を
設

　
定
し
て
二
〇
〇
万
円
の
繰
出
金
を
計

　
画
し
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
一
台
四
七
五

　
万
円
を
も
っ
て
更
新
し
、
建
設
事
業

　
並
に
除
雪
作
業
の
推
進
に
努
め
る
。

L
孟
地
～
荒
瀬
線
の
完
成
に
は
、
な
お

　
一
二
〇
万
円
余
、
莇
平
橋
架
替
工
事

　
費
に
五
五
〇
万
円
余
の
多
額
の
事
業

　
費
が
必
要
と
さ
れ
、
住
民
負
担
等
の

　
関
係
を
考
慮
し
、
辺
地
開
発
債
四
六

　
〇
万
円
を
借
入
れ
て
実
施
す
る
こ
と

　
に
計
画
し
た
。

匙
畜
産
、
蚕
業
の
振
興
を
計
る
た
め
、

　
優
良
和
牛
の
保
留
費
、
和
牛
の
種
付

　
費
、
共
同
桑
園
の
助
成
費
等
、
概
ね

　
前
年
度
同
様
計
画
し
た
。

以
上
の
様
な
施
政
方
針
を
の
べ
、
各
款

目
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
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侶
、

松
代
町
議
会
常
任
委
員

が
決
定

　
新
年
度
予
算
の
可
決
を
み
た
町
議
会

で
は
、
新
た
に
各
常
任
委
員
を
任
命
、

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
新
た
に
任
命
さ
れ
た
委
員
会

は
左
の
通
り
で
す
。
　
（
◎
印
は
委
員
長

O
印
は
副
委
員
長
）

総
務
文
教
委
員
　
　
　
柳
　
　
文
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
月
　
正
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
盛
一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
樋
口
　
義
春

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
佐
藤
　
兼
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
勝
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
利
作

土
木
常
任
委
員
　
　
O
山
本
　
昇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
雄
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
忠
平

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
米
持
幸
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
金
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
良
平

産
業
経
済
常
任
委
員
　
小
野
島
啓
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
文
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
武
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
田
　
清
一

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
柳
喜
三
次

　
　
　
　
　
　
　
　
○
美
濃
和
政
則

　
社
会
常
任
委
員
　
　
柳
　
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
芳
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
良
平

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
石
野
　
勝
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
菊
次
郎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
○
高
橋
新
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
元
三
郎
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①
議
会
費
は
四
七
二
万
円

②
総
務
費
は
七
二
六
六
万
円

　
　
主
な
事
業
は
庁
舎
建
築
費
の
三
六

　
一
八
万
円
で
あ
る
が
そ
の
他
に
五
六

　
万
円
の
諸
費
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
松
代
下
の
島
地
内
に
建
設
さ
れ

　
た
教
職
員
独
身
寮
用
地
買
収
費
四
〇

　
万
、
将
学
資
金
九
〇
万
、
室
野
駐
在

　
所
改
築
費
寄
附
金
七
〇
万
が
主
な
る

　
も
の
で
あ
る
。

0
民
生
費
は
八
八
○
万
円

　
　
主
な
る
も
の
は
保
育
所
費
の
三
二

　
二
万
円
、
季
節
保
育
所
費
の
七
九
万

　
円
で
こ
れ
に
主
力
を
お
い
て
い
る
。

　
な
お
国
民
年
金
事
務
費
は
九
五
万
円

　
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

④
衛
生
費
は
四
〇
八
万
円

　
　
主
な
る
も
の
は
、
母
子
栄
養
強
化

　
費
と
し
て
ミ
ル
ク
支
給
予
算
が
五
〇

　
万
円
、
各
種
予
防
接
種
薬
品
費
が
二

　
六
万
円
、
間
接
撮
影
等
委
託
料
三
五

　
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
労
彷
費
は
四
八
三
万
円

　
　
主
な
る
も
の
は
、
失
業
対
策
費
の
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〉
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～

　
こ
れ
は
、
田
沢
居
村
線
、
小
屋
丸
松

　
口
線
、
清
水
倉
下
線
、
蒲
生
池
尻
線

　
田
野
倉
石
畑
線
、
室
野
濁
線
な
ど
で

　
あ
る
。
辺
地
対
策
費
と
し
て
は
六
〇

　
五
万
円
（
莇
平
橋
三
〇
万
円
、
孟
地

　
荒
瀬
線
三
〇
万
円
）
が
計
上
、
国
県

　
道
改
修
工
事
地
元
負
担
金
一
六
〇
万

　
円
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
購
入
費
と
し
て
二

　
〇
〇
万
円
が
主
な
る
計
上
費
で
あ
る

⑨
消
防
費
は
五
四
一
万
円

　
　
こ
れ
は
防
火
水
槽
並
水
路
建
設
費

　
の
助
成
が
主
で
一
〇
〇
万
円
、
消
防

　
道
路
建
設
費
助
成
が
ニ
ケ
所
で
二
七

　
万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
購
入
費
一
台
で

　
五
五
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
筒
団
員
の
報
酬
費
は
九
六
万
円
で
あ

　
る
。

⑩
教
育
費
は
四
四
一
〇
万
円

　
　
大
き
な
事
業
と
し
て
は
菅
刈
分
校

　
の
改
築
費
七
二
三
万
円
、
峠
小
学
校

　
増
築
費
が
一
六
一
万
円
、
北
山
小
学

　
校
増
改
築
費
五
四
万
円
、
山
平
中
学

　

特
別
教
室
増
築
費
五
八
万
円
、
松
代

　
中
学
校
側
溝
工
事
費
二
七
万
円
、
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

一
般
会
計
予
算
と
主
な
施
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
経
費
と
負
担

金

　
三
一
三
万
円
（
延
蓋
8
日
分
）
原
料
費

　
九
〇
万
円
で
ま
た
他
に
労
彷
諸
費
と

　
し
て
、
冬
委
出
稼
者
対
策
費
を
含
め

　
て
七
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

⑥
農
林
業
費
は
二
五
三
二
万
円

　
　
こ
こ
で
は
農
道
開
発
費
助
成
金
と

　
し
て
、
蒲
生
、
．
竹
所
、
木
和
田
原
、
．

　
峠
、
池
之
畑
、
滝
沢
、
苧
島
、
清
水

　
菅
刈
、
諏
訪
峠
、
蓬
平
、
室
野
、
濁

　
小
荒
戸
、
千
年
な
ど
の
各
地
域
が
計

　
画
さ
れ
六
〇
〇
万
円
の
計
上
、
公
団

　
造
林
費
が
福
島
地
区
、
海
老
地
区
を

　
あ
わ
せ
七
三
万
円
、
優
良
和
牛
助
成

　
が
合
計
八
五
万
円
、
農
業
近
代
化
事

　
業
各
種
助
成
費
と
し
て
一
四
四
万
円

　
農
業
後
継
者
講
座
、
ラ
ジ
オ
農
学
校

　
費
な
ど
三
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
商
工
費
は
三
二
万
円

　
　
町
商
工
会
の
助
成
費
で
あ
る
。

⑧
土
木
費
は
二
七
七
七
万
円

　
　
道
路
維
持
費
と
し
て
六
〇
三
万
円

　
で
こ
れ
は
前
年
度
よ
り
一
四
〇
万
円

　
の
増
額
で
あ
る
。
ま
た
道
路
新
設
、

　
橋
梁
新
改
良
費
と
し
て
五
七
六
万
円

　
水
中
学
校
給
食
室
改
修
費
三
四
万
円

　
が
計
上
さ
れ
た
。
ま
た
公
民
館
整
備

　
費
と
し
て
八
一
万
円
、
学
校
給
食
婦

　
給
与
改
定
費
一
一
二
万
円
が
主
な
る

　
計
上
額
で
あ
る
。

⑪
災
害
復
旧
費
は
五
〇
二
万
円

　
　
こ
れ
は
単
独
災
害
復
旧
費
と
し
て

　
二
五
二
万
円
、
公
共
災
害
復
旧
費
と

　
し
て
二
四
〇
万
円
が
計
上
、
そ
の
他

　
に
地
す
べ
り
住
宅
助
成
金
が
一
〇
万

　
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑫
公
債
費
は
九
〇
一
万
円

　
　
こ
れ
は
昭
和
四
十
一
年
度
債
利
息

　
が
主
な
も
の
で
四
六
〇
万
円
、
他
に

　
元
金
償
還
金
四
三
六
万
円
と
な
っ
て

　
い
る
。

③
予
備
費
は
三
〇
万
円

　
　
こ
れ
は
昨
年
度
の
予
算
額
と
同
じ

　
で
あ
る
。

以
上
で
主
な
る
事
業
内
容
と
事
業
経
費

で
あ
る
が
、
二
億
の
大
型
予
算
は
、
消

費
的
経
費
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
の
も

や
む
を
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

役
場
新
庁
舎
工
事

　
　
　
　
　
着
々
進
む

　
か
ね
て
公
報
に
ょ
り
お
知
ら
せ
致
し

ま
し
た
役
場
新
庁
舎
の
工
事
は
、
其
の

後
雪
中
も
進
め
ら
れ
、
竣
工
期
限
の
六

月
三
十
日
に
む
か
っ
て
急
ピ
ツ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
月
二
十
日
現
在

で
は
六
七
％
位
が
出
来
上
り
、
こ
の
分

だ
と
竣
功
期
限
に
間
に
合
う
も
の
と
関

係
者
は
見
て
い
ま
す
。
従
来
松
代
町
に

見
ら
れ
な
い
高
層
建
築
な
の
で
、
住
民

の
目
を
引
き
や
す
い
の
で
す
が
、
こ
れ

が
完
成
の
曉
は
、
寄
り
や
す
い
役
場
と

し
て
町
民
各
位
の
利
用
を
心
か
ら
当
局

は
願
っ
て
い
ま
す
。
尚
出
来
上
り
の
各

階
の
部
屋
割
は
大
体
左
の
予
定
で
す
。

　
剛
階
は
建
設
産
業
課
の
測
量
器
具
室

ボ
イ
ラ
ー
室
、
女
子
職
員
担
ツ
カ
ー
室

写
真
用
暗
室
、
保
健
室
、
車
庫
、
各
課

の
書
類
書
倉
な
ど
が
主
な
る
も
の
で
す

　
二
階
は
、
玄
関
よ
り
階
段
棟
を
登
グ

正
面
付
き
当
り
が
第
一
事
務
室
（
収
入

役
室
、
社
会
課
、
税
務
課
、
戸
籍
等
）

は
主
に
窓
口
業
務
を
中
心
に
考
え
ら
れ

殆
ど
こ
こ
で
用
が
足
り
る
様
に
な
っ
て

い
ま
す
。
第
一
事
務
室
を
出
て
付
き
当

り
は
住
民
一
般
の
休
憩
室
と
な
り
、
廊

下
を
渡
っ
て
用
務
員
室
、
職
負
の
当
直

室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
階
は
、
第
二
事
務
室
（
建
設
課
、

産
業
課
、
総
務
課
）
と
な
っ
て
お
り
、

主
と
し
て
事
務
系
統
を
予
定
し
、
他
に

町
長
室
、
教
育
委
員
会
事
務
局
も
こ
の

階
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
階
は
、
議
会
中
心
に
考
え
ら
れ
、

第
一
会
議
室
、
第
二
会
議
室
（
主
と
し

て
各
会
議
及
び
委
員
会
等
の
部
屋
）
と

町
会
議
場
、
議
長
室
及
応
接
室
、
議
員

控
室
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
又
各
階

へ
の
出
入
は
階
段
棟
を
利
用
し
て
も
ら

う
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
七
階
建
（
時

計
台
を
含
む
）
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
從
来
の
役
場
は
町
立
公
民
館
と

し
て
内
部
改
造
を
七
月
中
に
行
い
八
月

よ
り
利
用
で
き
る
様
に
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
町
民
各
位
の
利
用
を
要
望
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
尚
こ
の
事
に
つ
い

て
は
後
程
見
取
図
を
付
け
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で

今
後
の
公
報
も
引
続
き
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

（3）

～



昭
和
四
十
一
年
度
第
圏
回
定
例
議
会
開
か
る

　
去
る
三
月
一
日
よ
り
四
日
間
に
わ
た

り
予
算
議
会
と
称
せ
ら
れ
る
定
例
町
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
次
の

通
り
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

1
議
第
一
号
　
昭
和
四
十
年
度
松
代
町

　
　
一
般
会
計
才
入
才
出
補
正
予
算

　
　
（
一
五
二
二
四
千
円
を
追
加
）

2
議
第
二
号
　
昭
和
四
十
年
度
松
代
町

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　
　
算

3
議
第
二
三
号
　
土
木
事
業
負
担
金
軽

　
　
減
に
つ
い
て

4
議
第
一
一
号
　
松
代
町
建
設
機
械
施

　
　
設
特
別
会
計
設
置
条
例
の
制
定
に

　
　
つ
い
て

5
議
第
三
号
　
松
代
町
議
会
の
議
員
の

　
　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て

6
議
第
四
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
　
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

　
　
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

7
議
第
五
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
　
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

8
議
第
六
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教

　
　
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

9
議
第
七
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に

　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

10

議
第
八
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に

　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

11

議
第
九
号
　
松
代
町
職
員
の
特
殊
勤

　
　
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

12

議
第
十
号
　
松
代
町
職
員
定
数
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
に
つ
い
て

13

議
第
十
二
号
　
松
代
町
有
機
械
施
設

　
　
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
、

M
議
第
十
三
号
　
松
代
町
固
定
資
産
税

　
　
臨
時
増
徴
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

15

議
第
十
四
号
　
松
代
町
消
防
団
の
設

　
　
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
い
て

16

議
第
十
五
号
　
松
代
町
消
防
団
の
定

　
　
員
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

17

議
第
二
二
号
　
松
代
町
手
数
料
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
に
つ
い
て

18

議
第
十
六
号
　
営
造
物
の
設
置
に
つ

　
　
い
て

19

議
第
十
七
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
松

　
　
代
町
一
般
会
計
才
入
才
出
予
算

20

議
第
十
八
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
松

　
　
代
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
才

　
　
入
才
出
予
算

21

議
第
十
九
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
松

　
　
代
町
建
設
機
械
施
設
事
業
特
別
会

　
　
計
才
入
才
出
予
算

22

議
第
二
十
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
松

　
　
代
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
才

　
　
入
才
出

23

議
第
一
二
号
昭
和
四
十
一
年
度
松

　
　
代
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
才

　
　
入
才
出
予
算

別
第
二
六
号
松
代
小
学
校
、
校
舎
改

　
　
築
に
つ
い
て
陳
情

25

第
二
七
号
　
松
代
町
議
会
常
任
委
員

　
　
の
選
任
に
つ
い
て
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一

お
目
出
度
う
！
卒
業
生
諸
君

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
中
学
生
　
四
一
四

　
三
月
も
中
旬
の
十
五
日
、
町
内
各
中

／
学
校
は
一
斉
に
卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、
高
等
学
校
入
学
試
験
、
就
職

の
期
日
を
考
慮
し
て
こ
の
日
に
決
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
代
っ
子
と

い
わ
れ
る
生
徒
四
一
四
名
が
希
望
も
新

た
に
義
務
教
育
の
学
窓
か
ら
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
生
徒
の
卒
業

後
の
進
路
を
み
る
と
進
学
率
四
三
．
二

四
％
、
就
職
率
四
五
・
四
一
％
、
入
家

率
一
一
・
三
五
％
と
な
り
、
在
町
青
少

年
の
減
少
状
態
も
こ
N
に
も
表
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
そ
の
進
路
を
調
査
し
て

み
る
と
次
の
様
に
な
り
ま
す
。

昭
和
四
±
年
三
月
中
学
卒
業
生
進
路
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　　　　　就
八四五　二四
1八八九八九四職

　　　　　　入
四一　　一一
七二五八〇二家

名

ま
た
就
職
者
の
場
合
も
学
校
の
職
業
担

当
教
師
よ
り
、
後
期
中
等
教
育
の
場
に

出
来
る
だ
け
通
わ
れ
る
よ
う
配
慮
を
お

願
い
し
、
各
職
場
に
交
渉
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
入
家
者
に
対
し
て
も
町
と

い
た
し
ま
し
て
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
へ
の

全
員
入
学
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策

を
図
る
な
ど
、
積
極
的
指
導
に
の
り
出

し
て
お
り
ま
す
。
尚
中
学
生
の
卒
業
後

の
ゆ
く
え
は
昭
和
三
十
六
年
よ
り
調
査

を
行
っ
て
み
る
と
次
の
表
の
様
に
な
り

ま
す
。
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／
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　奴山清孟松
　奈
計川平水地代
　　　　　中
　〃〃〃〃学
　　　　　校

卒業生のゆく

進
　
学

　
九
〇

　
　
八

　
　
九

　
三
七

　
三
五

一
七
九

と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
て
進
学
者
も
の

び
て
き
ま
し
た
。
　
（
三
〇
名
増
）

（中学校）

その他
　し総数比率
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　名1　％
　ぺ1013．3
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14i3．8
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2517．5

　｝
2517．5

　｝
2415．8

職　　　者
第1次：第2次i第3次
産業：産業1産業
　名：　　矧　　名

　51183148　　1　　　　　　　1
　　1　　　　　　　1
　　ド　　　　　　し

　57185169　　1　　　　　　1
　　し　　　　　　　

　46169150　　1　　　　　　1
　　1　　　　　　1
　　ド　　　　　　ロ
　29　1　　74　1　　58
　　1　　　　　　1
　　　　　　　　　　コ

　27193i　g1

　　就
　　ロ総数就職率
　名　　　％
　　ロ182160．3
　　1
211　157．7

　　1
　　ヨ165　・49．2

　　i
　　ド161　148．3

　　1
211　151．0

　　1

1進学者
　　ロ総数准学率

　　名1　　％
　　ヨ　110　136．4
　　：
　141　138．5
　　：
　　し　145　143．3
　　：
　147　；44．1

　　：
　179143．2

卒業者

総数

　名302
366

　335

　333

　414

36年

37年

38年

39年

40年

年
々
入
家
者
の
数
が
減
っ
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
に
よ
っ
て
も
わ
か
り
ま
す
。

昭和40年度婦人学級実績

字　　　名 隣組数
40．10．1現

国勢調査 回　数 延人員 時間数
世帯数

松　　L代 24： E
l
4

30　1 158
人
2 831， 442

小　荒戸 4 371 32 918 105
太　　　平 5 31 22 588 87

菅　　　刈 6 52 30 532 102
田　　　沢 4 37 22 4．68 68

小　屋丸 3 23 17 342 63
池　之　畑 5 26 19 435 65

下　　　山 7 37 25 519 72
千　　　年 10 91 34 848 78
池　　　尻 6 29 15 335 61

会　　　沢 7 51 25 820 81
清　　　水、 10 69 25 600 54：

桐　　　山 9 40 21 566 G3

蓬　　　平 8 80　iI 21 621 70

東　　　山 1 91 6 56 14：

海　　　老 8 52　1 21 617 55

犬　　　伏 5 99 20 858 66

孟　　　地 4 26 15 254， 58
片　桐　山 1 14　i 13 106 49
滝　　　沢 3 27　i 26 650 109

中　　　子 1 10　i 16 127 58

苧　　　島 5 33 28 865 105
田　野　倉 5 67 23 646 71

仙　　　納 4 38 18 397 68
田　　　代 5 54 4 108 11

莇　　　平 6 52 14 212 34
小　　　貫 3 16 17 289 75

諏訪　峠 3 25 5 100 9
寺　　　田 7 64 22 858 69
名　　　平
小　　　池 4

3

37　1
25

45
19

471
113

118
55

蒲　　　生 11 108 96 1，450 303
儀　　　明 10 89 23 638 78
福　　　島 5 52 36 852 139
奈　良　立 3 23 27 493 80

室　　　野 41 224『 12 401 34
竹　　　所 7 38 32 988 107
濁 4 31 14 354 50
峠 9 59 12 457 39

木和田原 8 56　， 16 301 56

計 274 2，361

（5》



本
年
度
第
』
回

珠
算
検
定
が
行
わ
れ
る

　
去
る
二
月
二
十
目
、
松
代
中
学
校
に

お
い
て
第
十
二
回
商
工
会
珠
算
検
定
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
め
目
は
寒
さ
も

き
び
し
く
、
集
っ
た
町
内
各
学
校
、
珠

算
塾
の
児
童
生
徒
三
二
七
名
は
早
朝
よ

り
会
場
に
つ
め
か
け
、
日
頃
の
努
力
と

練
習
を
こ
の
日
に
と
意
気
ご
ん
で
い
る

有
様
に
、
関
係
者
一
同
は
喜
び
合
い
ま

し
た
。
筒
合
格
者
は
一
一
八
名
で
、
合

格
率
は
三
六
・
一
％
で
し
た
。
各
級
の

合
格
者
は
次
の
通
り
で
す
。

二
級
　
　
市
川
幸
子
（
松
代
小
菅
刈
分
）

　
　
　
　
樋
口
み
さ
え
（
北
山
小
）

　
　
　
　
小
野
島
文
子
（
清
水
小
）

三
級
　
　
菅
井
　
久
子
（
浦
生
小
）

　
　
　
　
若
山
春
樹
（
　
〃
　
）

　
　
　
　
山
岸
　
　
保
（
　
〃
　
）

　
　
　
　
柳
美
枝
子
（
島
田
塾
）

　
　
　
　
相
沢
　
義
男
（
関
谷
塾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

八七六五四
級級級級級

鈴
木
　
　
正
（

関
谷
美
津
江
（

関
谷
　
好
江
（

石
口
と
み
子
（

樋
口
　
正
美
（

柳横
尾
二
十
一
名

二
十
三
名

二
十
四
名
、

二
十
三
名

十
二
名

〃〃〃〃

）））））

静
江
（
松
代
中
）

敏
子
（
奴
奈
川
中
）
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ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

犬
伏
少
年
団
表
彰
さ
れ
る

　
　
　
　
郡
防
犯
組
合
か
ら

　
長
い
間
少
年
団
活
動
の
実
を
あ
げ
て

い
る
犬
伏
部
落
の
少
年
団
が
こ
の
ほ
ど

安
塚
警
察
署
及
び
東
頸
城
郡
防
犯
組
合

よ
り
金
一
封
を
添
え
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
犬
伏
少
年
団
は
遠
く
明
治
時
代
頃

か
ら
、
夏
場
の
毎
日
曜
日
、
部
落
内
の

道
路
の
清
掃
や
神
社
の
整
美
を
続
け
、

又
毎
晩
夜
警
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す

道
路
上
の
草
取
り
ま
で
行
っ
て
い
る
こ

の
美
挙
は
関
係
者
の
目
に
と
ま
り
、
こ

の
程
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
尚
よ
い
子
の
仲
間
の
一
人
は

「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
で
表
彰
を

受
け
る
こ
と
は
、
は
ず
か
し
い
、
あ
た

り
ま
え
の
事
を
し
て
き
た
の
に
」
と
、

言
葉
少
な
に
語
ワ
て
い
ま
し
た
。

（61

松
代
町
の
保
健
統
計
発
表
さ
れ
る

　
松
代
町
の
出
生
死
亡
疾
病
統
計
に
つ

い
て
概
略
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
2
5
年
か
ら
蜀
年
ま
で
の
出
生
、
死

亡
、
乳
児
死
亡
を
三
ケ
年
毎
に
平
均
し

た
の
が
左
の
数
字
で
す
。

死
亡

＝
．
茜

お
．
八
六

δ
．
美

九
．
垂

一
〇
．
昊

乳
死

七
．
宍

五
6
Q

四
．
四
一

三
．
天

二
．
四
五

か
る
か
と
調
べ
た
の
が
次
の
数
字
で
す

　
年
　
次

昭
2
5
年
～
2
8
年

　
2
9
年
～
31
年

　
32
年
～
努
年

　
3
5
年
～
37
年

　
3
8
年
～
菊
年

出
生

天
．
宅

二
三
．
八
四

宅
．
〇
五

茜
．
究

三
．
〇
一

高
血
圧
症

歯
科
疾
患

胃
　
腸
　
病

湿
疹
、
お
で
き

関
節
炎
、
腰
痛

三
〇
五
人

二
三
五

一
＝
〇

一
七
〇

一
四
九

出
生
、
死
亡
は
人
口
一
、
O
O
O
人
に
対

す
る
割
合
で
、
死
亡
は
県
や
国
の
割
合

と
大
体
同
じ
で
す
が
出
生
は
県
の
平
均

よ
り
三
・
五
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
死
亡
は
そ
の
年
の
出
生
児
一

〇
〇
人
に
対
し
て
誕
生
ま
で
に
死
ん
だ

児
の
数
で
す
。
こ
の
よ
う
に
死
亡
す
る

割
合
は
全
国
な
み
で
す
が
生
れ
る
数
は

一
、
○
○
○
人
に
対
し
て
三
．
五
人
も
少

い
の
で
す
か
ら
人
口
が
減
じ
人
手
不
足

も
当
然
起
っ
て
く
る
間
題
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
解
決
の
一
つ
と
し
て
も
、
丈

夫
な
子
供
が
生
れ
、
育
つ
よ
う
に
妊
娠

中
か
ら
母
生
を
保
護
す
る
国
の
対
策
に

御
協
力
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま

す
。死
亡
者
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
（
但
し
佃
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で
）

自老心各脳

　　臓種盗

殺衰病癌血

カ
ゼ
、
肺
炎

そ
　
の
　
他

四
四
人

二
四
一
六
一
〇

　
七
　
六
一
〇

　
天
寿
を
全
う
し
て
老
衰
で
死
亡
す
る

の
が
本
来
だ
と
思
い
ま
す
が
右
記
三
大

成
人
病
の
死
因
に
つ
い
て
は
国
で
も
そ

の
予
防
対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

良
殺
七
人
の
う
ち
殆
ん
ど
が
七
〇
才
以

上
の
老
人
で
す
。
老
先
の
短
い
人
達
が

自
ら
の
手
で
死
に
至
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
私
達
が
ど
ん
な
病
気
に
一
番
多
く
か

こ
れ
は
如
年
5
月
の
も
の
で
す
が
高
血

圧
症
や
歯
科
疾
患
は
一
年
を
通
じ
て
毎

日
医
療
を
受
け
る
中
で
の
最
高
で
女
の

人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

．
　
溢
血
の
原
因
の
一
つ
に
高
血
圧
症

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
高
血
圧
は
秋
田
、

山
形
、
新
潟
の
農
村
に
大
変
多
い
病
気

で
す
。
こ
れ
は
白
米
を
主
食
と
し
て
塩

辛
い
も
の
を
多
く
食
べ
る
こ
と
に
も
よ
、

る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
の
出
来
な
い
山
の
中
、
海
岸
地
帯

な
ど
で
芋
、
大
豆
、
野
菜
、
魚
類
を
主

食
と
す
る
地
方
に
は
非
常
に
少
い
と
の

こ
と
で
す
。
米
に
か
た
よ
っ
た
食
事
は

塩
分
を
多
く
と
り
蛋
白
質
や
ビ
タ
、
、
・
ン

の
欠
乏
で
高
血
圧
と
な
り
ま
す
。

『
毎
日
の
食
生
活
に
注
意
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
高
血
圧
予
防
に
対
す
る
あ
る

程
度
の
効
果
は
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
殊
に
「
高
血
圧
症
」
と
お
医
者
さ
ん

に
診
断
さ
れ
て
治
療
を
受
け
て
い
る
方

は
服
薬
を
続
け
る
と
共
に
心
身
共
に
安

静
を
保
ち
気
温
の
急
な
変
化
を
さ
け
て

食
事
に
注
意
し
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
（
町
社
会
課
保
健
係
提
供
）

豊
2
3
2
＝
＝
覧
＝
＝
3
0
3
D
亀
＝
3
2
＝
・
亀
讐
＝
4
言
＝
＝
覧
＝
言
3
＝
＝
覧
＝
星
鱒
2
＝
亀
豊

　
　
松
代
町
交
通
安
全
母
の
会

　
　
結
成
さ
れ
る

　
三
月
二
十
七
目
、
松
代
町
婦
人
会
で

は
各
部
落
の
支
部
長
会
議
を
も
ち
、
松

代
町
よ
り
交
通
事
故
を
防
止
す
る
べ
く

ま
た
子
ど
も
達
を
交
通
禍
か
ら
護
る
べ

く
、
こ
の
席
上
交
通
安
全
母
の
会
を
結

成
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
昨
年
中
よ
り

役
員
会
に
於
て
し
ば
し
ば
審
議
を
重
ね

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
万
場
一
致

で
賛
成
の
声
を
得
ま
し
た
の
で
結
成
の

運
び
を
見
た
も
の
で
す
。

　
関
係
者
一
同
は
今
後
の
活
動
が
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。


